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「
黒
曜
の
水
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
、
和
田
峠
の
黒
曜
の
水
は
、
超
軟

水
で
腐
ら
な
い
水
と
し
て
、
昔
か
ら
水
道
水
源

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
水
場
は
新
和

田
ト
ン
ネ
ル
料
金
所
近
く
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
遠
方
か
ら
も
黒
曜
石
に
よ
り
濾
過
さ
れ

た
名
水
を
求
め
多
く
の
方
が
汲
み
に
訪
れ
て
い

ま
す
。

◆
鷹
山
（
た
か
や
ま
）
遺
跡
群

　

大
門
川
支
流
の
鷹
山
川
上
流
の
盆
地
状
の
地

形
に
い
く
つ
か
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
点
在

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
鷹
山
遺
跡
群

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
は
、
地
元
研
究
者
で
あ
っ
た
児
玉

司
農
武
氏
（
同
町
大
門
出
身
）
に
よ
り
発
見
さ

れ
、
黒
曜
石
原
産
地
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
の

活
動
の
痕
跡
が
次
第
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
、
近
く
の

星
糞
（
ほ
し
く
そ
）
峠
一
帯
で
縄
文
時
代
の
黒

曜
石
の
採
掘
跡
が
確
認
さ
れ
、
星
糞
峠
黒
曜
石

原
産
地
遺
跡
（
国
史
跡
）
と
し
て
現
在
も
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
曜
石
や
遺
跡
に
興
味
の
あ
る
方
、
石
器
作

り
を
体
験
し
た
い
方
は
鷹
山
地
籍
に
黒
曜
石
体

験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
長
久
保
宿
と
本
陣
（
町
指
定
文
化
財
）

　

長
久
保
宿
は
慶
長
七
年
の
中
山
道
制
定
に
伴

い
真
田
氏
の
支
配
下
に
よ
り
宿
場
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
寛
永
八
年
の
大
洪
水
に
よ
り
、
宿
場

を
現
在
の
地
へ
移
し
、
本
陣
・
問
屋
を
中
心
に

東
西
方
向
に
「
竪
（
た
て
）
町
」
が
、
宿
が
賑

わ
う
に
つ
れ
て
「
横
町
」
が
形
成
さ
れ
特
異
な

Ｌ
字
型
の
町
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
時
は
四
十
軒
前
後
の
旅
籠
屋
が
軒
を
連

ね
、
中
山
道
信
濃
二
十
六
宿
の
中
で
は
塩
尻
宿

に
次
ぐ
規
模
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
長
久
保
宿
に
あ
る
本
陣
は
真
田
幸
村

（
二
〇
一
六
年
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
主

人
公
）
の
娘
が
嫁
い
だ
と
さ
れ
る
石
合
家
が
勤

め
、
現
存
す
る
遺
構
は
御
殿
と
表
門
が
あ
り
、

御
殿
は
十
七
世
紀
後
半
の
構
築
と
推
定
さ
れ
中

山
道
中
で
は
、
最
古
の
本
陣
遺
構
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

◆
公
共
建
築
物
へ
の
地
域
材
利
用

　

町
は
積
極
的
に
長
和
町
の
自
然
の
中
で
育
っ

た
地
域
産
の
木
材
利
用
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
年
十
月
に
竣
工
し
た
長
和
町
の
統
合
保
育
園

（
な
が
と
保
育
園
）
は
「
自
然
の
懐
に
抱
か
れ
、

太
陽
の
恵
み
、
風
の
流
れ
、
木
々
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
…
」
と
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
り
地

元
産
カ
ラ
マ
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

構
造
材
の
約
七
割
は
、
町
産
材
で
あ
り
、
高

齢
級
の
国
有
林
材
は
要
所
に
柱
材
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
で
は
役
場
庁
舎
の
新
築
に
着
手
し

て
お
り
、
引
き
続
き
地
域
産
の
木
材
利
用
を
進

め
る
な
ど
歴
史
に
息
づ
い
た
ふ
る
さ
と
創
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

長
和
町
は
長
野
県
の
中
東
部
、
小
県
郡
の
南

部
に
位
置
し
、
平
成
十
七
年
十
月
に
長
門
町
と

和
田
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
町
名
は
両
町
村

の
頭
文
字
よ
り
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

◆
豊
富
な
水
の
町

　

町
内
和
田
地
区
の
旧
中
山
道
沿
い
に
は
、
湧

き
水
を
中
心
と
し
た
水
呑
場
が
、
み
ど
こ
ろ
と

し
て
各
地
に
設
置
さ
れ
、
気
軽
に
美
味
し
い
水

を
飲
む
こ
と
が
で
き
、
水
明
の
里
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
四
季
を
通
じ
て
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
中
山
道
の
難
所
で
あ
っ
た
和

田
峠
周
辺
は
、
黒
曜
石
の
産
地
と
し
て
全
国
的

に
も
有
名
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
湧
出
す
る
水
は黒曜の水（水場）

ブランシュたかやまスキー場から星糞峠を望む

長久保宿本陣

な
が
と
保
育
園
園
舎
と

絵
本
広
場（
左
）


